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囲 冨轟面面山曲
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国

鋤

Ｄ
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2つであれば―一対概念 (または、対ヨトバ。例 :左右・上下・真否など)

3つ以上なら一一組概念 (または組コ トバ。例 :正反合 Ь対象認識表現

・起承転結・地水火風空など)

(C)段階的区別は一― 「よい 。わるい」の区別ではない。性格のちがいである。

(D)図解・図示・図面のもつ長所と短所―一長所は全体がつかめること。

短所は、割 り拠 り過ぎること。

(E)上記の①～を全部覚える必要はない。一― 自分のハダにあつて好きな、

一系列を暗記 して使いこなすこと

(F)抽象―半抽象―具象、の中の傍線は系列のことであり、略して「系」といいならわす。

今の例では、これを「抽象」の系という。

(G)組概念には漢語が多いから、今後はなるたけ「大和言葉」で、わかりやすくて的確な

のを見つけたい。また作 り上げたい。
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